
参考資料４－２ 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて
（特定行為（案）） 

● この資料は、第16回チーム医療推進会議で提出された資料「包括的指示・具体的指示が行わ    
 れてから診療の補助が行われるまでの流れについて（案）」に沿って、下記一覧にある行為の流 
 れのイメージを作成している。 
● ここで提示する包括的指示・具体的指示の流れは一例であり、ここに示すもの以外にも様々な 
 指示内容が考えられる。 

行為番号 行為名 頁 行為番号 行為名 頁 

５７ 気管カニューレの交換 １ ９４ 「一時的ペースメーカー」の抜去 １４ 

６０ 経口・経鼻挿管の実施 ２ ９５ PCPS（経皮的心肺補助装置）等補助循環の管理･操作 １５ 

６１ 経口･経鼻挿管チューブの抜管 ３ １０９･１１０・ 
１１２－２ 

胃ろう・腸ろうチューブ、胃ろうボタンの交換 １６ 

６９・７０－２ 褥瘡の血流のない壊死組織のシャープデブリードマン ４ １１３ 膀胱ろうカテーテルの交換 １７ 

７９ 橈骨動脈ラインの確保 ５ １３３ 脱水の程度の判断と輸液による補正 １８ 

８０ PICC（末梢静脈挿入式静脈カテーテル）の挿入 ６ １４７－１ 投与中薬剤（降圧剤）の病態に応じた調整 １９ 

８２ 中心静脈カテーテルの抜去 ７ １５１－１ 投与中薬剤（K、Cl、Na）の病態に応じた調整 ２０ 

８６ 腹腔ドレーン抜去（腹腔穿刺後の抜針含む） ８ １５３－１ 投与中薬剤（利尿剤）の病態に応じた調整 ２１ 

８８ 胸腔ドレーン抜去 ９ １６５－１ 臨時薬剤（抗けいれん剤）の投与 ２２ 

８９ 胸腔ドレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定･変更 １０ １７０－１ 臨時薬剤（抗精神病薬）の投与 ２３ 

９０ 心嚢ドレーン抜去 １１ １７１－１ 臨時薬剤（抗不安薬）の投与 ２４ 

９１ 創部ドレーン抜去 １２ １７３－１ 臨時薬剤（感染徴候時の薬物）の投与 ２５ 

９３ 「一時的ペースメーカー」の操作・管理 １３ １７５－１ 投与中薬剤（糖質輸液、電解質輸液）の病態に応じた
調整 

２６ 

１７８－１ 抗癌剤等の皮膚漏出時のステロイド薬の調整・局所注
射の実施 

２７ 



医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、気管カニューレの交
換を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
気管カニューレ内の分
泌物の貯留やカニュー
レ内腔の狭窄等があり、
呼吸状態の悪化を示す
徴候を確認した場合に
は、気管カニューレの交
換を実施するよう指示 

看護師が 
気管カニューレの 
交換を実施 

医師が、気管カニュー
レ内の分泌物の貯留や
カニューレ内腔の狭窄
の有無を確認した上で、
看護師に気管カニュー
レの交換するよう指示 

看護師が 
気管カニューレの 
交換を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、気管
カニューレ内の分泌物の貯
留やカニューレ内腔の狭窄
等が医師から指示された状
態にあるか否かや、医師に
連絡する状態か否かの確
認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【５７】気管カニューレの交換 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
     
 １）気管カニューレ内の分泌物によるカニューレ内腔の狭窄があり、呼吸状態の悪化を示す徴候が認められた場合  
   → 気管カニューレの交換を実施 
  
 ２）努力呼吸や意識レベルの低下、経皮的動脈血酸素飽和度の低下など、呼吸状態の著しい悪化が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

呼
吸
状
態
の
著
し
い

悪
化
が
認
め
ら
れ

た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判
断【医師しか行うことが 

できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 

医師が、定期的な交
換とは別に気管カ
ニューレの交換が必
要な状態が起こりうる
か否かを判断 

医師による「気管カ
ニューレ挿入中の
患者」の診察 
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医師による「呼吸状
態悪化の可能性が
ある患者」の診察 

医師が、経口・経鼻挿
管の実施が必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、経口・経鼻挿管の実
施を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
呼吸回数の増加や努
力呼吸の出現、経皮的
動脈血酸素飽和度の
低下等、呼吸状態が悪
化を確認した場合には、
経口・経鼻挿管を実施

するよう指示 

看護師が 
経口・経鼻挿管を 

実施 

医師が、呼吸回数の
増加や経皮的動脈血
酸素飽和度の低下等、
呼吸状態の悪化を確
認した上で、看護師に
経口・経鼻挿管の実施

するよう指示 

看護師が 
経口・経鼻挿管を 

実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、呼吸
回数の増加や努力呼吸の
出現等が、医師から指示さ
れた状態にあるか否かや、
医師に連絡する状態か否
かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【６０】経口・経鼻挿管の実施 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）呼吸回数の増加や努力呼吸の出現、経皮的動脈血酸素飽和度の低下などの呼吸状態の悪化が認められた場合 
   → 経口・経鼻挿管の実施 
   
 ２）努力呼吸の出現や意識レベルの低下、経皮的動脈血酸素飽和度の著しい低下などの呼吸状態の著しい悪化が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

呼
吸
状
態
の
著
し

い
悪
化
等
が
認
め

ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「経口・
経鼻挿管中の患者」

の診察 

医師が、経口・経鼻挿
管チューブの抜管をし
うる状態が起こりうる
か否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、経口・経鼻挿管

チューブの抜管を実施しうる
かを判断 

医師が、看護師に対
し、努力呼吸がなく、
経皮的動脈血酸素飽
和度が安定し、有効
な自発呼吸が認めら
れることを確認した場
合には、経口・経鼻挿
管チューブの抜管を
実施するよう指示 

看護師が 

経口・経鼻挿管
チューブの抜管を 

実施 

医師が、呼吸状態や有
効な自発呼吸等を確認
した上で、看護師に経
口・経鼻挿管チューブの
抜管の実施するよう指
示 

看護師が 

経口・経鼻挿管チュー
ブの抜管を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、呼吸
状態や経皮的酸素飽和度
等が、医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【６１】経口・経鼻挿管チューブの抜管 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）努力呼吸がなく、経皮的動脈血酸素飽和度が安定し、有効な自発呼吸が認められた場合 
   → 経口・経鼻挿管チューブの抜管を実施 
      
 ２）努力呼吸の出現や意識レベルの低下、経皮的動脈血酸素飽和度の著しい低下など、呼吸状態の悪化が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

呼
吸
状
態
の
悪
化

が
認
め
ら
れ
た
場

合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「褥瘡が
ある患者」の診察 

医師が、褥瘡の壊死
組織のシャープデブ
リードマンが必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について
基礎疾患や病状経過、栄養
状態を評価し、看護師が、プ
ロトコールに基づき、褥瘡の
壊死組織のシャープデブリー
ドマンを実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
壊死組織の血流の有
無、肉芽の形成状態、
膿・滲出液の有無、発
熱の有無等が医師か
ら指示された状態にあ
ることを確認した場合
には、褥瘡の壊死組
織のシャープデブリー
ドマンを実施するよう

指示 

看護師が 

褥瘡の壊死組織の
シャープデブリードマ

ンを実施 

医師が、壊死組織の
血流の有無、肉芽の
形成状態、膿・滲出液
の有無等を確認した上
で、看護師に褥瘡の壊
死組織のシャープデブ
リードマンをする具体

的な指示 

看護師が 

褥瘡の壊死組織の
シャープデブリ―ドマ

ンを実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、壊死
組織の血流の有無、肉芽
の形成状態、膿・滲出液等
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認
を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【69・70ｰ2】褥瘡の血流のない壊死組織のシャープデブリードマン ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）身体所見（血流がない壊死組織や膿・滲出液の有無、発熱の有無）が医師から指示された状態にある場合 
   →褥瘡の壊死組織のシャープデブリードマンを実施する     
               （例： 血流のない壊死組織を確認した場合にピンセット等で取り除き、創部を洗浄する） 
 
 ２）褥瘡の創内に感染徴候が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「
実
施
困
難
」
と
判

断 

※ 看護師が医師に随
時報告を行いながら、
具体的指示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対

応
す
べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師
が医師に再確認や提案
を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師
が看護師の能力や患者の病
態について評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

褥
瘡
の
創
内
に
感

染
場
徴
候
が
認
め

ら
れ
た
場
合
等
が

認
め
ら
れ
た
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判
断【医師しか行うことが 

できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護

師
で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「
実
施
可
能
」
と
判
断 

4    



医師による「呼吸状
態悪化の可能性が
ある患者」の診察 

医師が、橈骨動脈ライ
ンの確保が必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について、
呼吸状態悪化の原因疾患や
病状経過を評価し、看護師
が、プロトコールに基づき、橈
骨動脈ラインの確保を実施し

うるかを判断 

医師が、看護師に対
し、呼吸回数の増加
や経皮的動脈血酸素
飽和度の低下等、呼
吸状態が悪化した場
合に、橈骨動脈ライン
の確保を実施するよ

う指示 

看護師が 
橈骨動脈ラインの 
確保を実施 

医師が、呼吸回数の
増加や経皮的動脈血
酸素飽和度の低下な
どの呼吸状態の悪化
を確認し、看護師に橈
骨動脈ラインの確保の
実施するよう指示 

看護師が 
橈骨動脈ラインの 
確保を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、呼吸
回数や経皮的動脈血酸素
飽和度が医師から指示され
た状態にあるか否かや、医
師に連絡する状態か否か
の確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【７９】橈骨動脈ラインの確保～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）呼吸回数の増加や、経皮的動脈血酸素飽和度の低下及び呼吸状態の悪化が認められた場合  
   → 橈骨動脈ラインの確保         （例： 頻回の採血が必要とされる場合や持続的な血圧のモニタリングが必要な場合） 
  
 ２）努力呼吸の出現、意識レベルの低下、経皮的動脈血酸素飽和度の著しい低下など、呼吸状態の著しい悪化が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

呼
吸
状
態
の
著
し
い

悪
化
等
が
認
め
ら

れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 

5    



医師による「経静脈
輸液投与が必要な
患者」の診察 

医師が、PICC（末梢静

脈挿入式静脈カテー
テル）挿入が必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、PICC（末梢静脈挿入

式静脈カテーテル）挿入を実
施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
末梢静脈路の確保が
困難で、経口摂取量の
低下等がみられ、栄養
状態悪化の可能性を確
認した場合には、PICC

（末梢静脈挿入式静脈
カテーテル）挿入を実
施するよう指示 

看護師が 
PICC（末梢静脈挿入

式静脈カテーテル）
挿入を実施 

医師が、末梢静脈路
の状態や食事摂取量
等を確認した上で、看
護師にPICC（末梢静脈

挿入式静脈カテーテ
ル）挿入を指示 

看護師がPICC（末梢静

脈挿入式静脈カテー
テル）を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、末梢
静脈路の状態や経口摂取
量等が医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【８０】PICC（末梢静脈挿入式静脈カテーテル）挿入 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
                                    
 １）末梢静脈路の確保が困難で、経口摂取量の低下が認められ、栄養状態悪化を示す徴候が認められた場合 
   →PICC（抹消静脈挿入式カテーテル挿入を実施 
 
 ２）意識レベルの低下や発熱等が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

意
識
レ
ベ
ル
の
低
下

や
発
熱
等
が
認
め

ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「中心静
脈カテーテル挿入
中の患者」の診察 

医師が、中心静脈カ
テーテルが抜去しうる
状態が起こりうるか否

かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、中心静脈カテーテル
の抜去を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
経口摂取量の増量、
検査結果（TP、ALB)等

により栄養状態が改
善した場合には、中心
静脈カテーテルの抜
去を実施するよう指示 

看護師が 

中心静脈カテーテル
の抜去を実施 

医師が、栄養状態や感
染徴候を確認した上で、
看護師に中心静脈カ
テーテルの抜去を指示 

看護師が 

中心静脈カテーテル
の抜去を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、刺入
部の感染徴候や経口摂取
量等が医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【８２】中心静脈カテーテルの抜去 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
  
 １）経口摂取量の増量、検査結果（TP 、ALB）など、栄養状態の改善が認められた場合 
   → 中心静脈カテーテルの抜去を実施 
 
 ２）栄養状態の改善が認められない場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

栄
養
状
態
の
改
善

等
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「腹腔ド
レーンが留置して
いる患者」の診察 

医師が、腹腔ドレーン
が抜去しうる状態が起
こりうるか否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、腹腔ドレーンの抜去

を実施しうるか判断 

医師が、看護師に対
し、排液の性状に変
化がなく、流出量の
増加がほとんど認め
られないことを確認し
た場合には、腹腔ド
レーンの抜去を実施
するよう指示 

看護師が 

腹腔ドレーンの
抜去を実施 

医師が、排液の性状
や流出量等を確認 

した上で、看護師に腹
腔ドレーンを抜去する

よう指示 

看護師が 
腹腔ドレーンの 
抜去を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者に
ついて、看護師が、腹腔ドレー
ンの排液の性状や流出量等
が、医師から指示された状態
か否かや、医師に連絡する状
態であるか否かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～  【８６】腹腔ドレーン抜去（腹腔穿刺後の抜針含む） ～ 

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）排液の性状に変化がなく、流出量の増加がほとんど認められない場合 
   → 腹腔ドレーンを抜去 
  
 ２）排液の性状の変化や流出量の増加、挿入部周囲の発赤や腹痛、発熱が認められた場合 
   → 医師に連絡 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

※ ③の判断を行う上で、医師が看
護師の能力や患者の病態につ
いて評価を行う。 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

血
性
の
排
液
、
量

の
増
加
、
腹
痛
、

発
熱
等
が
認
め
ら

れ
た
場
合 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

看護師が医師に
結果を報告 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「胸腔ド
レーンが留置してい
る患者」の診察 

医師が、胸腔ドレーン
が抜去しうる状態が起
こりうるか否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、胸腔ドレーンの抜去
を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、エアリークがなく、
排液の性状や流出量
の増加がほとんど認
められないことを確認
した場合には、胸腔ド
レーンの抜去を実施
するよう指示 

看護師が 

胸腔ドレーンの抜去
を実施 

医師が、エアリークの
有無や排液の性状、
流出量等を確認した
上で、看護師に胸腔ド
レーンの抜去するよう

指示 

看護師が 

胸腔ドレーンの抜去を
実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、エア
リークの有無や排液の性状
等が医師から指示された状
態にあるか否かや、医師に
連絡する状態か否かの確
認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【８８】胸腔ドレーン抜去 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
                         
 １）エアリークがなく、排液の性状の異常や流出量の増加がほとんど認められない場合 
   →胸腔ドレーンの抜去を実施 
      
 ２）エアリークの増強や排液の性状の異常、流出量の著しい増加、挿入部周囲に感染徴候が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

血
性
の
排
液
、
流
出

量
の
増
加
等
が
認

め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「胸腔ド
レーン低圧持続吸
引中の患者」の診察 

医師が、胸腔ドレーン
低圧持続吸引中の吸
引圧の設定・変更が
必要な状態が起こりう
るか否かを判断 

医師が、当該患者について、
胸腔ドレーン挿入となった基
礎疾患や病状経過を評価し、
看護師が、プロトコールに基
づき、投与量の調整を実施し

うるかを判断 

医師が、看護師に対し、
エアリークがなく、排液
の変化や流出量の増加
がほとんどないことを確
認した場合には、胸腔ド
レーン低圧持続吸引中
の吸引圧の設定・変更
を実施するよう指示 

看護師が 

胸腔ドレーン低圧持
続吸引中の吸引圧
の設定・変更を実施 

医師が、エアリークの有
無や排液の性状、流出
量等を確認した上で、
看護師に胸腔ドレーン
低圧持続吸引中の吸引
圧の設定・変更するよう

指示 

看護師が 

胸腔ドレーン低圧持
続吸引中の吸引圧の
設定・変更を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、エア
リークの有無や排液の性状
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認を
行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【８９】胸腔ドレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定・変更 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
  
 １）エアリークの増強がなく、排液の性状の変化や流出量の増加がほとんど認められない場合 
   → 胸腔ドレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定・変更を実施 
      
 ２）エアリークの増強、排液の性状の変化や流出量の著しい増加が認められた場合 
   → 医師に連絡 
 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

排
液
の
流
出
量
の

著
し
い
増
加
等
が

認
め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 

10    



医師による「心嚢ド
レーンが留置してい
る患者」の診察 

医師が、心嚢ドレーン
が抜去しうる状態が起
こりうるか否かを判断 

医師が、当該患者について、  
心囊ドレーン挿入となった原
因疾患や病状経過を評価し、
看護師が、プロトコールに基
づき、心嚢ドレーンの抜去を

実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、排液の性状に変
化がなく、流出量の
増加がほとんど認め
られない場合には、
心嚢ドレーンの抜去
を実施するよう指示 

看護師が 

心嚢ドレーン抜去を
実施 

医師が、排液の性状や
流出量、挿入部周囲の
感染徴候等を確認した
上で、看護師に心嚢ド
レーン抜去するよう指

示 

看護師が 
心嚢ドレーン抜去を 

実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、排液
の性状に変化や流出量が
医師から指示された状態に
あるか否かや、医師に連絡
する状態か否かの確認を行
う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【９０】心嚢ドレーン抜去 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）排液の性状に変化がなく、流出量の増加がほとんど認められない場合 
   → 心嚢ドレーンを抜去 
 
 ２）排液の性状に変化や流出量の増加、挿入部周囲発赤や発熱が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

血
性
の
排
液
、
流
出

量
の
増
加
等
が
認

め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 

11    



医師による「創部ド
レーンが留置してい
る患者」の診察 

医師が、創部ドレーン
が抜去しうる状態が起
こりうるか否かを判断 

医師が、当該患者について、 

基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、創部ドレーンの抜去
を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、排液の性状に変
化がなく、流出量の
増加がほとんど認め
られないことを確認し
た場合には、創部ド
レーンの抜去を実施
するよう指示 

看護師が 

創部ドレーンの抜去
を実施 

医師が、排液の性状や
流出量等を確認した上
で、看護師に創部ド
レーンを抜去するよう

指示 

看護師が 
創部ドレーンの抜去 

を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、排液
の性状に変化や流出量等
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認を
行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【９１】創部ドレーン抜去 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）排液の性状に変化がなく、流出量の増加がほとんど認められない場合 
   →創部ドレーンを抜去 
 
 ２）排液の性状の変化や流出量の増加、挿入部周囲の発赤や発熱が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

血
性
の
排
液
や
流

出
の
増
加
等
が
認

め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「一時的
ペースメーカー挿入
中の患者」の診察 

医師が、一時的ペース
メーカーの操作・管理
が必要な状態がおこり
うるか否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、一時的ペースメー
カーの操作・管理を実施しう
るかを判断 

医師が、看護師に対
し、血圧や自脈と
ペーシングのバラン
ス、動悸の有無等が
医師から指示された
状態にあることを確
認した場合には、  
一時的ペースメー
カーの操作・管理を
実施するよう指示 

看護師が 

一時的ペースメー
カーの操作・管理を

実施 

医師が、血圧や自脈と
ペーシングのバランス、
動悸の有無等を確認し
た上で、看護師に一時
的ペースメーカーの操
作・管理を実施するよ
う指示 

看護師が 

一時的ペースメーカー
の操作・管理を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、血圧
や自脈とペーシングのバラ
ンス、動悸の有無等が医師
から指示された状態にある
か否かや、医師に連絡する
状態か否かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【９３】「一時的ペースメーカー」の操作・管理 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）血圧、自脈とペーシングのバランス、動悸の有無などが医師から指示された状態にある場合 
   → ペーシングの頻度・強度の変更 
 
 ２）不整脈や意識消失が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

不
整
脈
や
意
識
消

失
等
が
認
め
ら
れ

た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「一時的
ペースメーカー挿入
中の患者」の診察 

医師が、一時的ペース
メーカーの抜去が必要
な状態がおこりうるか

否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、一時的ペースメー
カーの抜去を実施しうるかを

判断 

医師が、看護師に対し、
血圧の大きな変動がな
く動悸、不整脈が認め
られないことを確認した
場合には、一時的ペー
スメーカーの抜去を実
施するよう指示 

看護師が 

一時的ペースメー
カーの抜去を実施 

医師が、血圧、自脈と
ペーシングのバランス、
動悸や不整脈の有無
等を確認した上で、看
護師に一時的ペース
メーカーの抜去を指示 

看護師が 

一時的ペースメーカー
の抜去を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、血圧
の変動や動悸、不整脈の有
無が医師から指示された状
態にあるか否かや、医師に
連絡する状態か否かの確
認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【９４】「一時的ペースメーカー」の抜去 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）血圧の大きな変動がなく、動悸や不整脈が認められない場合 
   → 一時的ペースメーカーを抜去 
  
 ２）不整脈や血圧の変動が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

不
整
脈
や
血
圧
の

変
動
が
認
め
ら
れ

た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「PCPS

（経皮的心肺補助装
置）等補助循環の管
理・装置」の診察 

医師が、PCPS（経皮的

心肺補助装置）等補
助循環の管理・操作
が必要な状態がおこり
うる否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、 PCPS（経皮的心肺補

助装置）等補助循環の管理・
操作を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
平均動脈圧が指示され
た血圧以上であり、呼
吸状態や尿量等が医
師から指示された状態
にあることを確認した場
合には、PCPS（経皮的

心肺補助装置）等補助
循環の管理・操作を実
施するよう指示 

看護師が 
PCPS（経皮的心肺補

助装置）等補助循環
の管理・操作を実施 

医師が、平均動脈圧
や呼吸状態、尿量、心
電図波形等を確認した
上で、看護師にPCPS

（経皮的心肺補助装
置）等補助循環の管
理・操作を実施するよ

う指示 

看護師が 
PCPS（経皮的心肺補

助装置）等補助循環
の管理・操作を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、平均
動脈圧や呼吸状態、尿量等
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認を
行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【９５】PCPS（経皮的心肺補助装置）等補助循環の管理・操作 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）平均動脈圧が指示された血圧以上であり、呼吸状態や体温、尿量、心電図波形の変化が認められない場合 
   → PCPS（経皮的心肺補助装置）等補助循環の補助血流量を減じる 
     
 ２）血圧の低下や呼吸回数の増加など、循環動態や呼吸状態の悪化を認めた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

血
圧
の
低
下
や
呼

吸
状
態
の
悪
化
等

が
認
め
ら
れ
た
場

合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「胃ろう・
腸ろうによる経管栄
養を行う患者」の診

察 

医師が、定期的な交
換とは別に胃ろう・腸
ろうチューブ、胃ろうボ
タンの交換が必要な
状態が起こりうるか否

かを判断 

医師が、当該患者について、
胃ろう・腸ろう造設の原因疾
患や病状経過、栄養状態を
評価し、看護師が、プロト
コールに基づき、胃ろう・腸ろ
うチューブ、胃ろうボタンの交
換を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、ろう孔の周囲皮膚
の状態や発熱の有無
等が医師から指示さ
れた状態にあることを
確認した場合には、  
胃ろう・腸ろうチュー
ブ、胃ろうボタンの交
換を実施するよう指

示 

看護師が胃ろう・腸
ろうチューブ、胃ろう
ボタンの交換を実施 

医師が、ろう孔の周囲
皮膚の状態や発熱の
有無などを確認した上
で、看護師に胃ろう・腸
ろうチューブ、胃ろうボ
タンの交換をするよう

指示 

看護師が胃ろう・腸ろ
うチューブ、胃ろうボタ
ンの交換を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、ろう孔
の周囲皮膚の状態や発熱
の有無等が医師から指示さ
れた状態にあるか否かや、
医師に連絡する状態か否
かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１０９・１１０・１１２】－２ 胃ろう・腸ろうチューブ、胃ろうボタンの交換 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）ろう孔の周囲皮膚の発赤・腫張・熱感や、発熱の有無が医師から指示された状態にある場合 
   →胃ろう・腸ろうチューブ、胃ろうボタンの交換を実施 
   
 ２）発熱が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「
実
施
困
難
」
と
判

断 

※ 看護師が医師に随
時報告を行いながら、
具体的指示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対

応
す
べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が
医師に再確認や提案を行
う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師
が看護師の能力や患者の病
態について評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

発
熱
等
が
認
め
ら

れ
た
場
合 

⑩ 

医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護

師
で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「
実
施
可
能
」
と
判
断 
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医師による「膀胱ろ
うカテーテルが留置
された患者」の診察 

医師が、定期交換とは
別にに膀胱ろうカテー
テルの交換が必要な
状態が起こりうるか否

かを判断 

医師が、当該患者について、  
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、膀胱ろうカテーテル
の交換を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、尿量の減少やろう
孔周囲からの漏れ、
カテーテル内の浮遊
物の増加を確認した
場合に、膀胱ろうカ
テーテルの交換を実
施するよう指示 

看護師が 

膀胱ろうカテーテル
ンの交換を実施 

医師が、ろう孔周囲皮
膚の状態や発熱の有
無を確認した上で、看
護師に膀胱ろうカテー
テルの交換を実施する

よう指示 

看護師が 

膀胱ろうカテーテルの
交換を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、尿量
やろう孔周囲からの漏れ等
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認を
行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１１３】膀胱ろうカテーテルの交換 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）尿量の減少やろう孔周囲からの漏れ、カテーテル内の浮遊物の増加が認められた場合 
   → 膀胱ろうカテーテルの交換を実施 
     
 ２）ろう孔周囲皮膚の著しい発赤・湿潤、発熱が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

ろ
う
孔
周
囲
皮
膚

の
著
し
い
発
赤
・湿

潤
・発
熱
等
が
認
め

ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「加齢に
伴う衰弱が認めら
れるの患者」の診察 

医師が、経口摂取量
の低下が起こり、輸液
による補正が必要な
状態が起こりうるか否

かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、連携する看護師がプロト
コールに基づき、輸液による
補正を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、経口摂取量の低
下や皮膚の中等度の
乾燥、排尿回数の減
少を確認した場合に
は、輸液による補正
を実施するよう指示 

看護師が 

輸液による補正を実
施 

医師が、看護師より患
者の状態の報告を受
け、輸液の開始と輸液
量、投与時間等の具体

的な指示 

看護師が 

輸液による補正を実
施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、経口
摂取量や皮膚乾燥の程度、
排尿回数等が医師から指
示された状態であるか否か
や、医師に連絡する状態か
否かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１３３】脱水の程度の判断と輸液による補正 ～ 

包
括
的
指
示
で
は 

「
実
施
困
難
」
と
判

断 

※ 看護師が医師に随
時報告を行いながら、
具体的指示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対

応
す
べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師
が看護師の能力や患者の病
態について評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

脱
水
に
伴
う
意
識

障
害
等
が
認
め
ら

れ
た
場
合 

⑩ 医師が病態を評価して
今後の治療方針を判

断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護

師
で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「
実
施
可
能
」
と
判
断 

プロトコールのイメージ 
 
 １）経口摂取量の低下、皮膚の乾燥が中等度、排尿回数が通常より少なく医師から指示された状態にある場合 
   → 補液（補液量、組成等については医師が事前に指示） 
 
 ２) 脱水に伴う意識障害が認められた場合 
   → 医師に連絡 
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医師による「投与中
薬剤（降圧剤）の持
続点滴中の患者」の

診察 

医師が投与中薬剤
（降圧剤）の病態に応
じた調整が必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師がプロトコールに
基づき投与中薬剤（降圧剤）
の病態に応じた調整を実施し

うるかを判断 

医師が、看護師に対
し、血圧の上昇や頭
痛等の自覚症状が医
師から指示された状
態にあることを確認し
た場合には、投与中
薬剤（降圧剤）の調整
を実施するよう指示 

看護師が 

投与中薬剤（降圧
剤）の病態に応じた

調整を実施 

医師が、血圧の変動や
頭痛等の自覚症状を
確認した上で、看護師
に投与中薬剤（降圧
剤）の調整を実施する

よう指示 

看護師が投与中薬剤
（降圧剤）の病態に応
じた調整を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、血圧
の変動、頭痛等の自覚症状
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認
を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１４７－１】投与中薬剤（降圧剤）の病態に応じた調整 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）血圧の上昇があり、頭痛等の自覚症状が認められた場合 
   → 投与中薬剤（降圧剤）の投与量・速度を変更する（薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
     
 ２）急激な血圧の上昇や頭痛の増強、意識レベルの低下等を認めた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

急
激
な
血
圧
の
上

昇
等
が
認
め
ら
れ

た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「投与中
薬剤（K、Cl、Na)の

持続点滴中の患者」
の診察 

医師が投与中薬剤（K、
Cl、Na）の病態に応じ

た調整が必要な状態
が起こりうるか否かを

判断 

医師が、当該患者について、
看護師がプロトコールに基づ
き、基礎疾患や病状経過の
確認を行った上で、投与中薬
剤（K、Cl、Na）の病態に応じ
た調整を実施しうるかを判断 

医師が、看護師に対
し、倦怠感の程度や
尿量、不整脈の有無
や血液検査データ等
が医師から指示され
た状態にあることを確
認した場合には、投
与中薬剤（K、Cl、Na）

の病態に応じた調整
を実施するよう指示 

看護師が 
投与中薬剤（K、Cl、
Na）の病態に応じた

調整を実施 

医師が、口渇、倦怠感
の程度、不整脈の有
無、尿量や血液検査
データ（電解質など）等
を確認した上で、看護
師に投与中薬剤（K、Cl、
Na）の調整を実施する

よう指示 

看護師が 
投与中薬剤（K、Cl、

Na）の病態に応じた調
整を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、倦怠
感の程度や尿量、不整脈の
有無や血液検査データ等
が医師から指示された状態
にあるか否かや、医師に連
絡する状態か否かの確認
を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１５１－１】投与中薬剤（K、Cl、Na）の病態に応じた調整 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）倦怠感の程度や尿量、不整脈の有無や血液検査データ（電解質など）が医師から指示された状態にある場合 
   → 投与中薬剤（K、Cl、Na）の病態に応じた調整を実施 
   （例：心電図の変化（不整脈など）や検査結果にて電解質に関する数値の上昇を認めた場合に、投与中薬剤（K、Cl、Na）の投与量を減じる） 
                                                （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
                        
 ２）倦怠感の増悪や呼吸不全、不整脈（尖鋭性T波）等が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す
べ

き
と
判
断 

⑦ ⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

倦
怠
感
の
増
悪
や

呼
吸
不
全
、
不
整

脈
（尖
鋭
性T

波
）等

が
認
め
ら
れ
た
場

合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「投与中
薬剤（利尿剤）の持
続点滴中の患者」の

診察 

医師が、投与中薬剤
（利尿剤）の調整が必
要な状態が起こりうる
か否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、投与中薬剤（利尿
剤）の病態に応じた調整を実

施しうるかを判断 

医師が、看護師に対し、
血圧の変動や下肢の
浮腫の程度、尿量が医
師から指示された状態
にあることを確認した場
合には、投与中薬剤
（利尿剤）の調整を実施

するよう指示 

看護師が 

投与中薬剤（利尿
剤）の病態に応じた

調整を実施 

医師が、血圧変動や下
肢の浮腫や尿量等を
確認した上で、看護師
に投与中薬剤（利尿
剤）の調整を実施する

よう指示 

看護師が投与中薬剤
（利尿剤）の病態に応
じた調整を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、血圧
の変動、尿量等が医師から
指示された状態にあるか否
かや、医師に連絡する状態
か否かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１５３－１】投与中薬剤（利尿剤）の病態に応じた調整 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）下肢の浮腫の増強、体重増加、尿量の減少があり、検査結果（Na、Clなど）が医師が指示された状態にある場合 
   → 投与中薬剤（利尿剤）の投与量を増量する。 （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
 
 ２）著しい血圧の上昇が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

著
し
い
血
圧
の
上
昇

等
が
認
め
ら
れ
た

場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「臨時薬
剤（抗けいれん剤）
が処方されている
患者」の診察 

医師が、臨時薬剤（抗
けいれん剤）の投与が
必要な状態が起こりう
るか否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき臨時薬剤（抗けいれん
剤）の投与を実施しうるかを

判断 

医師が、看護師に対し、
けいれん発作や前駆症
状（身体の一部のけい
れんや意識障害など）
を確認した場合には、
臨時薬剤（抗けいれん
剤）の投与を実施する

よう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗けいれ
ん剤）の投与を実施 

医師が、けいれん発作、
前駆症状（身体の一部
のけいれんや意識障
害など）を確認した上
で、看護師に臨時薬剤
（抗けいれん剤）の投
与を実施するよう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗けいれん
剤）の投与を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、けい
れん発作や前駆症状等が
医師から指示された状態に
あるか否かや、医師に連絡
する状態か否かの確認を行
う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１６５―１】臨時薬剤（抗けいれん剤）の投与 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）けいれん発作や前駆症状（身体の一部のけいれんや意識障害など）が認められた場合 
   → 臨時薬剤（抗けいれん剤）の投与を実施   （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
         
 ２）重積発作が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

重
責
発
作
が
認
め

ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「臨時薬
剤（抗精神病薬）が
処方されている患
者」の診察 

医師が、臨時薬剤（抗
精神病薬）の投与が必
要な状態が起こりうる
か否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、臨時薬剤（抗精神病
薬）の投与を実施しうるかを

判断 

医師が、看護師に対
し、妄想や幻覚等に
伴う不穏を確認した
場合には、臨時薬剤
（抗精神病薬）の投与
を実施するよう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗精神病
薬）の投与を実施 

医師が、緊張や活動過
多、不眠等の身体症状
を確認した上で、看護
師に臨時薬剤（抗精神
病薬）の投与を実施す

るよう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗精神病
薬）の投与を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、妄想
や幻覚等が医師から指示さ
れた状態にあるか否かや、
医師に連絡する状態か否
かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１７０―１】臨時薬剤（抗精神病薬）の投与 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）妄想や幻覚等に伴う不穏が認められた場合 
   → 臨時薬剤（抗精神病薬）の投与を実施  （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
 
 ２）過度の興奮状態が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

過
度
の
興
奮
状
態

等
が
認
め
ら
れ
た

場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「臨時薬
剤（抗不安薬）が処
方されている患者」

の診察 

医師が、臨時薬剤（抗
不安薬）の投与が必要
な状態が必要な状態
が起こりうるか判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、臨時薬剤（抗不安
薬）の投与を実施しうるかを

判断 

医師が、看護師に対
し、不安の訴えや不
眠の程度等が医師か
ら指示された状態に
あることを確認した場
合には、臨時薬剤（抗
不安薬）の投与を実
施するよう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗不安
薬）の投与を実施 

医師が、患者の不安の
訴えや不眠等を確認し
た上で、看護師に臨時
薬剤（抗不安薬）の投
与を実施するよう指示 

看護師が 

臨時薬剤（抗不安薬）
の投与を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が不安の
訴えや不眠の程度等が医
師から指示された状態にあ
るか否かや、医師に連絡す
る状態か否かの確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１７１―１】臨時薬剤（抗不安薬）の投与 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）繰り返す不安の訴えや不眠などが認められた場合  
  → 臨時薬剤（抗不安薬）の投与を実施  （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
  
 
 ２）自制できない強い不安等を認めた場合 
   → 医師に連絡 
 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

自
制
で
き
な
い
強
い

不
安
等
が
認
め
ら

れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「臨時薬
剤（感染徴候時の薬
物）が処方されてい
る患者」の診察 

医師が、臨時薬剤（感
染症徴候時の薬物）
の投与が必要な状態
が起こりうるか否かを

判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコールに
基づき、臨時薬剤（感染徴候
時の薬物）の投与を実施しう

るかを判断 

医師が、看護師に対し、
発熱や発熱に伴う発汗
や悪寒、尿混濁がある
ことを確認した場合に
は、臨時薬剤（感染症
徴候時の薬物）の投与
を実施するよう指示 

看護師が臨時薬剤
（感染徴候時の薬
物）の投与を実施 

医師が、発熱の程度
や発熱に伴う発汗や
悪寒、尿混濁等を確認
した上で、看護師に臨
時薬剤（感染徴候時の
薬物）の投与を実施す

るよう指示 

看護師が臨時薬剤
（感染徴候時の薬物）
の投与を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、発熱の程度や発
熱に伴う身体症状、尿の性
状等が医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１７３―１】臨時薬剤（感染徴候時の薬物）の投与 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
                                
 １）発熱や発熱に伴う発汗、悪寒、尿混濁が認められた場合 
   → 感染症徴候時の薬物の投与を実施     （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
 
 ２）意識の低下や血圧の低下などを認めた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

意
識
の
低
下
や
血

圧
の
低
下
等
が
認

め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「投与中
薬剤（糖質輸液、電
解質輸液）の持続点
滴中の患者」の診察 

医師が、投与中薬剤
（糖質輸液、電解質輸
液）の病態に応じた調
整が必要な状態が起
こりうるか否かを判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコール
に基づき、投与中薬剤（糖質
輸液、電解質輸液）の病態に
応じた調整を実施しうるかを

判断 

医師が、看護師に対し、
食事摂取量や排尿回数、
検査結果（血糖値、ALB、

電解質等）より栄養状態
の改善を確認した場合に
は、投与中薬剤（糖質輸
液、電解質輸液）の投与
量の減量をするよう指示 

看護師が投与中薬
剤（糖質輸液、電解
質輸液）の病態に応
じた調整を実施 

医師が、栄養状態や
検査結果等を確認した
上で、看護師に投与中
薬剤（糖質輸液、電解
質輸液）の病態に応じ
た調整を実施するよう

指示 

看護師が投与薬剤
（糖質輸液、電解質輸
液）の実態に応じた調

整の実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、食事
摂取量や排尿回数、検査結
果等が医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１７５―１】投与中薬剤（糖質輸液、電解質輸液）の病態に応じた調整 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
     
 １）食事摂取量の増加や排尿回数、検査結果（血糖値、ＡＬＢ、電解質等）の改善など、栄養状態の改善が認められた場合 
   →投与中薬剤（糖質輸液、電解質輸液）を減量する （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
 
 ２）食事摂取量の低下や消化器症状の悪化など栄養状態の低下が認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

栄
養
状
態
の
悪
化

等
が
認
め
ら
れ
た

場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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医師による「抗癌剤
等の静脈注射・点
滴投与が予定され
ている患者」の診察 

医師が、抗癌剤等の
皮膚漏出時のステロ
イド薬の調整・局所注
射の実施が必要な状
態が起こりうるか否か

を判断 

医師が、当該患者について、
基礎疾患や病状経過を評価
し、看護師が、プロトコール
に基づき、抗癌剤等の皮膚
漏出時のステロイド薬の調
整・局所注射を実施しうるか

を判断 

医師が、看護師に対し、
刺入部の周辺皮膚の
発赤や痛み、腫脹、違
和感等、抗癌剤等の血
管外漏出の可能性を確
認した場合には、ステ
ロイド薬の調整・局所注
射を実施するよう指示 

看護師が 

ステロイド薬の調整・
局所注射を実施 

医師が、刺入部の周辺
皮膚の発赤や痛み、腫
脹の有無等を確認した
上で、看護師にステロ
イド薬の調整・局所注
射を実施するよう指示 

看護師が 

ステロイド薬の調整・
局所注射を実施 

看護師が医師に
結果を報告 

医師により特定された患者
について、看護師が、刺入
部の周辺皮膚の発赤や痛
み等が医師から指示された
状態にあるか否かや、医師
に連絡する状態か否かの
確認を行う。 

医師に具体的な
指示を求める。 

医師しか行うことができない行為 

医師が直接対応又は
具体的指示を行う。 

包括的指示 

具体的指示 

包括的指示・具体的指示が行われてから診療の補助が行われるまでの流れについて（イメージ） 
～ 【１７８―１】抗癌剤等の皮膚漏出時のステロイド薬の調整・局所注射の実施 ～ 

＜⑦の病態の確認行為に関する包括的指示のイメージ＞ 
 
 １）刺入部の周辺皮膚の発赤や痛み、腫脹、違和感など抗癌剤等の血管外漏出の可能性が認められた場合 
   → ステロイド薬の調整・局所投与を実施     （薬剤の種類･投与量の調整範囲については医師が事前に指示） 
         
 ２）急激な悪寒（戦慄）、全身の掻痒感などが認められた場合 
   → 医師に連絡 

包
括
的
指
示
で
は 

「実
施
困
難
」と
判
断 

※ 看護師が医師に随時報
告を行いながら、具体的指
示を求める。  

※ 本資料において、「歯科医行為」の場合は「医師」を「歯科医師」と読み替える。 

① ② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑨ 

⑫ 

※ 上記の番号は便宜上付したものであり、行為の順番を示すものではない。 

医
師
自
ら
が
直
接
対
応
す

べ
き
と
判
断 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

※ 必要に応じて、看護師が医
師に再確認や提案を行う。  

このような流れにより特定行為を実施する看護師は、 
指定研修を受けなければならない対象となる。 

※ ③の判断を行う上で、医師が看護
師の能力や患者の病態について
評価を行う。 

看護師が医師に
結果を報告 

範
囲
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認 

急
激
な
血
圧
低
下
、

呼
吸
困
難
な
ど
が

認
め
ら
れ
た
場
合 

⑩ 
医師が病態を評価して
今後の治療方針を判断 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

医師が直接対応又は 
看護師に指示を行う 
【医師しか行うことが 
できない行為】 

⑪ 

当
該
患
者
、
当
該
看
護
師

で
あ
れ
ば 

包
括
的
指
示
で 

「実
施
可
能
」と
判
断 
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